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   The effects of the compositional drugs of kanpou medicine on the growth and aggregation 
of calcium oxalate crystals were investigated in vitro. In the seeded crystal system, the inhibitory 
activities were calculated from the change of the number (Ia), total volume (Ig) and fractional 
volume (I) of crystals determined by a Coulter® Multisizer. Among the tested drugs (Takusha, 
Akyou,  Chorei, Bukuryou, Kasseki, Kinsensou, Kagosou), only Takusha and Kagosou had strong 
inhibitory activities on the growth and aggregation at the concentration of 5 leg/ml and 10 Feg/m1 
(Ia>80%, Ig, I>90%). No significant correlation was observed between inhibitory activities and 
alcian blue precipitable polyanions (ABPP) of each drug. 
   Thus some naturally existing substances composing the kanpou medicine may help prevent the 
stone formation in clinical use.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1097-1102, 1991)
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1)対象 漢 方 成分
猪 苓 湯 の成 分 で あ る,沢 潟(タ ク シ ャ),阿 膠(ア
キ ョウ),猪 苓(チ 。レイ),茨 苓(ブ ク リ ョウ),滑
石(カ ッセ キ)お よび利 尿 作 用 が あ る と され,古 来 よ
り尿 路 結 石症 に 使 用 され て きた 金 銭 草(キ ン セ ン ソ
ウ)お よび 夏 枯 草(カ ゴ ソウ)を 対 象 と した,お の お
のの 漢 方 エ キ ス は,静 岡 県 立 大学 薬 学 部 漢 方 研究 所 に
て,同 一 条件 下 に 沸 騰30分抽 出 し,濾 液 を 凍 結乾 燥 し
作 成 され た もの で,蒸 留 水 に 溶 解 後,0。22μmMilli-
pore丘1terを通 し使用 した.
2)結 晶成 長,凝 集 阻 止 能 の 測定(Fig.1)
Robertsonらの方 法3)を用 い,使 用 直 前 に 作成 し
たmetastablesolutionlOOml(CaC121mM,Na20x
O.2mM,NaCIO.15M,Sodiumcacodylate10mM,
pH6・0)に 種 々の 漢方 成 分 を 加 え,CaOxcrystal
suspension2.5ml(100mg/100ml)をseedした う
え で,温 浴振 盟4時 間後 で の阻 止 能 と して 算 出 した,



















































シ ウム,1水 和 物 を 乳 鉢 で十 分 す りつぶ し,テ フ ロ ン
ビー カ ーに て1時 間 回 転撹 絆 した ものを 用 いた.結 晶
総 数 お よ び 総 体 積 測 定 に はCoulter●Multisizerを
用 い,apperturesizeは100hemで500μ1のサ イ
フ ォ ンに て256channel解析 を 行 った.
阻 止 能 と して 算 出 した方 法 は,Ryallら の計 算式4)
に基 ず き,結 晶総 数 お よ び 総 体 積 か ら そ れ ぞ れ%
InhibitionofAggregation(Ia)および%Inhibi-
tionofGrowth(lg)を計算 した.
さ らに9μm以 上 のfractionalvolumeを計算 し,
Robertsonら3)のい う%lnhibitionofGrowthand
Aggregation(1)を同時 に 算 出 し,お の お の の漢 方 成
分 につ い て 比 較 検 討 した(Fig.2)。
3)各成 分 中 のABPP濃 度
各 漢 方 エ キ ス の 持 つ結 晶成 長 凝 集 阻 止能 が何 らか の
高分 子 物 質,と くに 酸性 ム コ多 糖(glycosaminogly・
cans:GAG)に よ る も の か ど う か を 探 る た め ,
Whitemanの方 法5)に準 じ,各 成 分 のAlcianBlue
PrecipitablePolyanions(以下ABPPと 略 す)を
測 定 し比 較 検討 した.
結 果
1)100deg/mlにお け る阻 止能(Fig.3)
滑 石 の み ま った く阻 止能 を 有 さ なか った が,他 の6
成 分 に お い て は 阻 止能 が認 め られ た.阿 膠 を 除 く5成
分 に お い て は,1,Ia,Ig共 に50%以 上 の 阻 止 能 が 観
察 され た.
2)10ug/m1にお け る陽 止 能(Fig.4)
沢 潟 に1=98.24%,Ig=96.37%,Ia=85.25%,夏
枯 草 に1=98.32%,Ig=99.70%,Ia=94.81%と強 い
阻 止 能 が 認 め られ た が,他 の4成 分 で は50%以 下 へ と
低 下 す る のが 観 察 され た.
3)濃 度 に よる阻 止 能 の 変 動(Fig.5)


















































































1 io 100 u4/mi
Fig.5.InhibitoryactivitiesofKagosou(left)andTakusha(right)inthe
seededcrystalsystem.(finalconcentration=1,5,lo,100μg/m1)
沢 潟 に お いて 濃 度 に お け る変 化 を み て み る と,夏 枯 草
の濃 度4`け る そ の 結 晶成 長 凝 集阻 止 能 は5ug/ml
の濃 度 まで 保 持 され,1μ9/mlで も1=58・29%,Ig=
64。37%,Ia=31.43%の阻 止 能 が 観 察 され た.沢 潟 の
阻 止能 も夏 枯 草 と同様 に5ｵg/mlま で保 持 され て お
り,1μ9/m1で は1=76・81%,Ig=82。96%,Ia=
26.44%と夏 枯 草 よ りもや や 強 い 阻 止能 が認 め られ た ・
4)各成 分 中ABPP濃 度(Fig.6)
同一 濃 度(10mg!m1)の漢 方 エ キ スのABPP濃 度






tion中で の蓚 酸 カ ル シ ウ ム結 晶 の成 長 凝 集 のCoul-
tercounterによ る測 定法 が発 表 され て か ら,invtt-
roで の 結 晶 動 態 を 把 握 す る 手 段 と し てCoulter






















































ジオモダカの根茎で,成 分としてア リス トールA,B,























められず,と くに沢潟の成分中にはGAG以 外 の阻
止物質の存在が示唆された.
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